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１． 前年同期比較 

１) 単 体 

中 間 期 通    期 
 

前期実績 当期実績 差 前期実績 当期見込 差 

売 上 高 33,232 31,928 △ 1,305 64,759 62,000 △ 2,759 

営 業 利 益 2,225 1,388 △ 837 4,081 2,400 △ 1,681 

経 常 利 益 1,927 1,035 △ 892 3,654 1,900 △ 1,754 

当 期 利 益 1,014 538 △ 476 1,148 900 △ 248 

 

２) 連 結 

中 間 期 通    期 
 

前期実績 当期実績 差 前期実績 当期見込 差 

売 上 高 34,123 32,738 △ 1,385 66,679 64,000 △ 2,679 

営 業 利 益 3,729 2,114 △ 1,615 6,177 3,900 △ 2,277 

経 常 利 益 3,054 1,238 △ 1,816 5,132 2,500 △ 2,632 

当 期 利 益 1,899 1,055 △ 844 4,654 1,700 △ 2,954 

 

 

２． 中間期業績概要 

 
新設住宅着工、特に戸建住宅は前年比マイナス 6.8％と厳しい中、販売面においては､構

造材･ドア･ウッドデッキ等を中心に拡販に努め､数量では前年同水準を確保しましたものの､競
争激化に伴う価格の低下並びに顧客の低価格商品選好が更に強まり､この影響により､売上は

前年同期比 13億円のマイナスとなりました｡ 
また､利益面においては､製造経費の削減･原材料等の効率化によるコスト削減はしましたも

のの､価格の低下･販売費の増加により当期利益は前年同期比 5億円のマイナスとなりました｡ 
また､下半期につきましては､不透明感･厳しさが上半期以上に予想され､売上も更に厳しく

見込んでいますが、足許の業況は「勝ち組」という評価を受けるとともに、商品力の強さから､楽
観はできないものの、緩やかに受注は伸びてきております。しかし上期に引続きコスト削減、新

規･深耕開拓等により一段の業績の回復に努めてまいります｡ 
なお､弊社は10月 1日をもちまして｢株式会社住建産業｣から｢株式会社ウッドワン｣に社名変

更し､社員一同皆様のご期待に添うべく努力する所存でございます｡皆様のより一層のご支援
ご指導宜しくお願い致します｡ 


